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Abstract
During the mid-nineteenth century, Chinese translators in Nagasaki edited the Manchu-Japanese 
dictionary, Honyaku Mango Sanhen （翻訳満語纂編）. This dictionary presents each Manchu headword with 
a Chinese translation, and a definition rendered in both Manchu and Japanese.
This paper discusses some mistranslations from Manchu to Japanese in the definition employed by the 
translators. Although there are individual differences, many mistranslations have arisen from a lack of 











　　　 骨　　  ヲ　　指　　　肚
サキ
　  ノ　程ニ　 四　　　　楞
カク
　　　　六　　  面ニ　 シテ
　　arafi　ninggun　dere　de　emu　ci　ninggu　de　isibume　tongki　fetefi　moro　










　ニ抛テ　　ナクサム者　　　 ヲ。　骰子　　　  　　ト云フ。
［sesuku 骰子 : 上33a 石嵜親之］
⑶　emu　aniya　ojoro　unde　jakūn　biyai　niyahan　be,　nuhere　sembi.




子　  ヲ。　小狗　  ト云。
［nuhere 小狗 : 上19a 高尾延之］
⑷　（前略） gemun　hecen　be　toktobufi　mukden　ci　ebsi　gurime　jihe　manggi,
　　　　　　 京　　  城　　ヲ　 　定メ　　  盛京　ヨリ シテ　　遷リ　来シ 　  時。
　　esebe　im（iya）ngga　jasei　tule　dabagan　-i　fisa　ergi　（de）　guribufi, （後略）
　　此輩ヲ　　　邊　　　  外　   關　　  山　　ノ ウシロノアタリ　ニ　　□□⑶











　　張リタル　 弓　ノ  絃　　ノ　　 ビ。　　 胴　　 ユルム　  ヲ。弓彆　ト云。



























ノ　  着ル　 男ノ　朝服ニ　 同□　　朝衣　  ヲ。   女　 　朝衣　　　ト云。
























　　　　　  又　　五　　　百　　年ニ　ナリシ トキ。　  白ニ　  ナル。  又　   五　 　百
　　aniya　oho　manggi　yacin　ombi.










　　　 米　 穀　　ヲ。ナニソノ 器　 ニ　入ルヽ トキ。 用ユル　   器　  ノ　名。
［belei sihabukū 米漏子 : 上26a 彭城廣林］
（9b） （前略） muke　labdu　ohode　sangga　deri　muke　dendere　tampin　de　eyebufi, （後略）
　　　　　　 水　　 多ク ナリシ時　  穴　　ヨリ　  分　　　水　　 　壺　　 ニ　   流
ヲトシ
。











a, e, i, o, u, ū 20 鄭永寧
na, ne, ni, no, nu, ka 31 高尾延之
ga, ha, ko, go, ho, kū 20 神代定光
gū, hū, ba, be, bi, bo 25 彭城廣林
bu, pa, pe, pi, po, pu, sa, se 30 石嵜親之
si, so, su, ša, še, šo, šu 33 游龍俊之




tu, du, la, le, li, lo 40 頴川春重
lu, ma, me, mi, mo, mu 30 頴川道香
ca, ce, ci, co, cu, ja 18 頴川雅範
je, ji, jo, ju, ya, ye 30 彭城雅美
yo, yu, ke, ge, he, ki 40 鉅鹿篤義
gi, hi, ku, gu, hu, fa 22 蘆塚恒徳
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　　neneme　serefi　kūlisitame　arbušara　be　niyalma　sabufi　tusihiyan[sic.tusihiya]　






















ルナリ。 ［šufin 藕粉 : 上42b 游龍俊之］
　⑿は上記の⑺と同じ「šufin」の語釈である。２行目に出てくる「da」を「セン」としているのは
意訳にしてはやや都合が悪い。ここの「da」は「根」の意味であり、品詞が違うのもさることながら、









黄也。 ［lama niyehe 土鴛鴦 : 下5a 頴川春重］
（13b）šan　-i　sen　arafi　dube　ergi　be　ilan　（ge）cehengge　obufi　ilkin[sic.ilgin]　sukū 




　　　　品　  ヲ　  縫モノ　  ヲ　 　三楞鍼ト　　　　云。










　　  拵ヘ。  何
ナニカノ
　 物ヲ　入レルモノ　ヲ。 皮箱　ト云フ。 ［pijan 皮箱 : 上31a 石嵜親之］
（13d）beye　holfiyakan　bime　golmin,　jalan　jalan　-i　banjihabi,　（後略）
　　　 身　   稍ヒラタク  シテ　  長ク。　節
ヒトツギ
　　 節　　　アリテ生レリ。










と訳している者は多く、彭城種美（tojin　孔雀 : 上49a ほか）、鉅鹿篤義（kiyakū　昂刺 : 下32a ほか）⑷、
彭城昌宣（fulan 青馬 : 下40a ほか）にも確認される。また、（13b）のように「-kan」を無視してい





　　侍衛ノ 輩ノ　 内。　   義
ミメヨキ













ニテ  官人ノ　 俸禄　ノ
　　menggun　bele,　coohai　ursei　caliyan　bele　be　some　bodobure　baita 
　　　銀　　　  米。　 兵　　 丁ノ　　銭　　 糧　  ヲ。  勘　    定スル　　事
　　be　alifi　baicara　ba　be,　fulun　be　kimcire　tinggin　sembi.
　　ヲ  承ハリ 査
シラ
フル　處　ヲ。   稽　　　　  俸　　　 廳　　 ト云。






　　  内　　  外　　  満　　 漢ノ　　文　　官等ニ。　隆 　　　轉　　　　  補
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　　sindara　ilgame　gisurere,　weile　gisurere,　fungnere　be　baire　hafan　sirara 
　　授スルヿヲ　 辦　　  論シ。　 罪ヲ　　論シ　　　封贈　 　ヲ　求
モト
メ　  官ヲ　   嗣
ツク
　　jergi　baita　be　uheri　kadalame　icihiyara　amba　yamun　be　hafan　-i　jurgan　




理 　　 大　　  衙門　 ヲ。　吏　　　　部
　　sembi. 
　　ト云。 ［hafan -i jurgan 吏部 : 上22a 神代定光］
　⒃の１行目にある「manju nikan bithei hafasai」を「満漢ノ文官等ニ」と訳すと文意が正しく伝わ
らない。「ニ」にすると「文官等に対して」という解釈になるが、それを受ける動詞が見当たらなく
なる。正しくは「…文官等ノ」とすべきであろう。文の構造は「dorgi tulergi　manju nikan bithei 
hafasa」の（が）、①「wesi-」、②「forgošo-」、③「niyeceme sinda-」、④「ilgame gisure-」、⑤「weile 






　　　 鉄　 ヲ　フタマタニ　作リ。 木　ノ　柄ヲ　スケタルモノ　ヲ。 叉　 ト云フ。  戦ヒ
　　　de　baitalara　agūra.
　　　ニ　  用ユル　器物ナリ。 ［šaka 叉 : 上39a 游龍俊之］
（17b）sele　be　dabtame　jeyen　gencehen　tucibufi　homhon　de　sisifi　asharangge 
















　　　ヲ。 腰刀　ト云。　　 守リ　　  戰ニ　   身　  ヲ　　防グ　　  ニ　  用ユル　器物也。
















　　　紙　　ヲ。　　　  連七紙　　　 ト云。　　彩　 　 色ニ　染メ　　用フル。
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　　ニ　　 ソエ　 オキタル  一　　方
スミ




　　　 薄スク　 ナシテ。  車　  ノ　  輪　　　□　ウケナカス木　ヲ。踏垜□　  云。
［dabakū 踏垜 : 上45b 彭城種美］
　（18a）の１行目の「araha」は連体形になっているのを「作リ」と連用形のように訳出している。
だがこれは前半の「kubun use be niyelefi ebeniyefi, hergeme ara-」と後半の「nadan afaha holbo-」
が共にその直後に来る「hoošan」に並列的にかかっていることを意識した意訳と考えられるので、
誤訳とは言えまい。一方、（18b）の２行目の「araha」も「ナシテ」と連用形のように訳出しているが、





　　家ノ　 簷　  ニ　フクナリ。　　　　端
ノキバ
ニ　折カケテ  作リタル  瓦　  ヲ。 花邊瓦
　　wase　sembi. 




  　　ヲ　  鐙
アブミ
　 ニテ  
スリ
 キラヌヤウニ　　　   鐙
アブミ




　　  皮　　　 補
ヲヽイ
　　 ノ  様ナルモノヽ　　作リタルモノ　ヲ　鐙磨ト
　　sembi. 
　　  云。 ［tohoma -i daldakū 鐙磨 : 上48b 彭城種美］
　⒆は「booi sihin de gida-」と「jerin bukdame ara-」が共に「wase」にかかっていることが分かる
ようにすべきであろうし、⒇も前半の「tohoma be tufun de hishaburakū seme tufun i teisu hada-」
と後半の「sukū niyecen i jergi hacin i weile-」が共に「-ngge」にかかっていることが分かるように
すべきであろう。このように連体形を終止形のように訳出した結果、文意が不明瞭になった例はほ





　　　  根　　ヲ　　土　　ニ　  栽エズ。　 蔭　　ノ  處ニ　  ツリ。　水ヤ　  茶  ヲ
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　　　fisihime　simebuci,　ini　cisui　cikten　abdaha　banjimbi　ilha　ilambi,　abdaha
　　　 振カケ　潤ホセハ。 自　然ニ　   茎　　  葉　　　 生エ。　 花　  開也。　葉ハ
　　　tuweri　juwari　enteheme　niowanggiyan,　ilha　sohokon　šanyan　gubsu　šungkeri












　ノ   前ニ　見エル様ニ　 網ハリテ  掛置ナリ。雀
スヽミタカ
鷹  来レハ　 小
　　　cecike neneme　serefi　kūlisitame　arbušara　be　niyalma　sabufi
　　　  鳥　　先ニ　　 知リ　　恐レテ　　  動
ウコキタツ
作　　ヲ　　 人　　  見テ。
　　　tusihiyan[sic.tusihiya]　be　tatame　butambi,　erebe　suberhe　sembi. 
　　　　カノ網　　　　　　  ヲ　引シメテ　取ル。　コレヲ　 苗子　  ト云フ。
 ［suberhe 苗子 : 上39a 游龍俊之］
　（21a）の２行目にある「banjimbi」は終止形であるが、これを「生エ」と連用形のように訳出して















　　 大　　  小　  同シ  カラズ。 飾
カザリニ
　　　 ニ　　用フル。 ［nicuhe 珍珠 : 上17b 高尾延之］
　beye　amba　yasa　ajige,　šan　labdahūn　angga　-i　argan　eici　juwe　duin　
　　 身　大クシテ　目　  小シ。耳　 垂サカリテ。　　 獠牙　　　 或ハ　二ツ　四ツ
　　ninggun　adali　akū, （後略） 
　　六ツナルモノ 同シ ナカス  ［sufan 象 : 上38b 游龍俊之］
　juwe　songgiha　tabure　fitheku　beri　be,　juru　songgiha　fitheku　beri
　　二ツノ 夾
ハ ジ キ ヲ
子支棍。　勾
カクル
　　   努
石シ
　　  弓　  ヲ。  雙　 　機　　　 努ト
　　sembi.













 ［juhe sulhumbi 氷酥 : 下22b 彭城雅美］
　は満洲語の語釈が途切れている。『清文鑑』の「juhe sulhumbi」の語釈は「niyengniyeri ome 
a i sukdun de juhe fusur seme hūsun akū oho be juhe sulhumbi sembi.」（巻２．時令部．時令類
9-23）となっているので、これも写し損ないと考えられる。
　morin　ulha　nilhūn　ba　be　yabure　de　kanggararakū　be,　šoforo　sain
　　　馬　 ナトノ。滑カナル 処　ヲ　  行ク　  ニ　 ヨロメカザル　ヲ。 馬把滑
　　sambi[sic.sembi].


















　　　　　　  侍衛ノ 輩ノ　内。　　義
ミメヨキ
姣　　　 モノ　  ヲ　　選ミ。　 御前　　近ク　
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　　　　　　　　　　  京　　　城　   ヲ　   定メ　　  盛京　 ヨリ シテ　 遷リ　  来シ　　時。
　　　esebe　im（iya）ngga　jasei　tule　dabagan　-i　fisa　ergi　（de）　guribufi, （後略）
　　　此輩ヲ　　　邊　　　  外　   關　　 山　　  ノ ウシロノアタリ　ニ　　□□
 ［cahar jakūn gūsa 察哈爾八旗 : 下16a 頴川雅範］
（28b）（前略）gemun　hecen　be　toktobufi　mukden　ci　ebsi　gurime　jihe　manggi,




　　　是等ヲ　　邊　　　  外　　關　　  山　　ノ　   背
ウ ラ テ
邊　　 ニ　  遷シ。
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